
金
滞
古
蹴
志
巻
十
九

は
玉
泉
寺
、
浅
野
川
口
は
本
願
寺
末
寺
に
於
て
粥
施
行
被
=
仰
付
刊
と

見
h
、
菅
家
見
聞
集
に
、
延
質
五
年
陽
庚
公
三
十
=
一
回
忌
金
津
夫
徳

院
に
而
法
合
御
執
行
、
一
二
月
三
日
・
五
日
公
御
参
詩
。
金
津
爾
口
に
於

て
貧
人
へ
施
行
米
被
v
下
、
三
日
・
四
日
・
五
日
二
ニ
ク
日
歩
行
ν
之
。
と

あ
り
。
叉
改
作
所
沓
記
に
、
元
秘
十
一
年
三
月
高
徳
公
御
年
忌
に
付
、

玉
泉
寺
並
東
本
願
寺
末
寺
に
而
施
行
米
被
v
下
底
、
石
川
郡
上
野
新
村

百
姓
八
右
衛
門
せ
が
れ
四
郎
儀
は
玉
泉
寺
へ
、
同
郡
諸
江
村
百
姓
七

郎
右
衛
門
せ
が
れ
八
右
衛
門
は
東
末
寺
へ
施
行
米
繭
に
罷
越
慮
、
雨

入
共
未
だ
幼
少
に
付
、
門
外
に
而
人
に
被
v
押
相
果
て
た
る
よ
し
見
ね

た
り
。
泰
雲
公
年
穏
に
、
寅
暦
六
年
五
月
八
日
・
丸
日
松
察
公
三
十
三

回
忌
法
曾
天
徳
院
に
於
て
執
行
、
玉
泉
寺
に
於
て
雨
日
施
行
也
。
是

ま
で
男
女
共
一
升
宛
之
慮
、
今
度
五
合
宛
に
成
.
米
高
も
被
v
滅
。
と

あ
り
て
、
是
よ
り
牛
減
に
成
り
た
り
と
開
ゆ
。
ま
た
回
数
も
む
か
し

は
三
ク
目
た
り
し
か
ど
、
此
の
時
よ
り
雨
日
に
成
り
た
る
に
や
。
後

々
ま
で
雨
自
に
て
、
初
日
は
男
子
、
後
日
は
女
子
に
て
、
十
五
歳
以

下
の
者
迄
も
賜
は
り
た
り
。
湯
溌
祇
腐
の
北
藩
秘
鑑
に
云
ふ
。
御
法

事
雨
日
於
a
玉
泉
寺
-
施
行
、
現
米
百
石
.
廷
例
現
米
五
十
石
之
慮
、
近

年
先
例
之
遁
之
米
商
に
相
成
、
非
人
乞
食
男
女
へ
被
v
下
。
初
日
は

山
二
都
建
昌
菅
川
-
祭
事
実
，
共
後
加
越
能
三
州
使
君
利
長
公
，
譲
a
園
子

令
弟
コ
退
且
隠
越
之
中
州
プ
公
乃
菅
原
之
育
也
実
.
夫
人
永
誇
大
姉
，
亦

事
v
紳
甚
勤
4

由
v
是
遜
昌
宮
於
高
岡
之
披
吋
賢
夫
婦
岡
敬
a
紳
戚
↓
貸
蛍
=
慶

長
十
六
辛
亥
-
也
，
営
枇
之
起
本
良
有
v
故
哉
叉
命
昌
利
常
公
-
日
，
問
問
品

者
吾
家
宗
祖
也
，
宜
T

移
昌
子
金
披
-
以
銭
申
園
家
h

元
和
三
丁
巳
之
秋
，
相
陣
a

地
於
泉
野
↓
一
鳩
v
エ
皆
様
.
不
昌
幾
月
-
而
宮
成
実
，
即
ト
a
十
一
月
十
五
日
-

銀
匙
駕
弱
ユ
ハ
紳
議
昌
利
殿
-
也
，
時
浮
蹄
十
二
世
共
阿
和
命
有
御
併

殺
修
之
春
日
命
v
之
我
a
別
賞
職
-
佳
品
闘
一
漣
小
寺
吋
寛
永
六
己
巴
年
二
月
朔

目
。
有
v
旨
軍
需
=
縁
起
一
興
=
寺
基
一
名
改
=
玉
泉
吋
令
a
甫
水
比
丘
-
震
=
閉

山
第
一
組
プ
脚
事
法
祭
月
衣
連
歌
品
管
踊
稽
昌
日
域
詩
歌
之
紳
吋
故
毎
月

連
歌
以
前
昌
園
静
一
定
晶
子
賞
時
↓
同
丸
年
十
一
月
念
八
日
e

紳
殿
回
総
d

盤
機
如
v
本
。
職
主
驚
呉
越
晶
子
俄
殿
二
鹿
奏
E

再
治
於
国
主
一
時
国
務
茜

祭
而
未
v
泉
d

至
昌
一
止
保
年
中
二
買
門
利
常
公
紳
像
一
幅
安
昌
子
仮
殿
吋
乃

背
脚
之
自
積
而
M
m
林
光
高
公
之
平
日
所
昌
珍
敬
-
也
。
民
安
二
己
丑
年
。

・
命
昌
甫
桂
議
昌
住
持
-
余
白
榊
職
一
寛
文
二
壬
寅
年
八
月
廿
四
目
。
叉
勤
-
-
読

ま
津
嶋
明
紳
-
而
添
a
醤
殿
吋
同
日
宰
相
殿
天
女
殿
左
右
銀
座
。
亦
老
松

紅
梅
二
神
安
晶
子
相
殿
吋
寛
文
四
申
辰
年
。
動
昌
鯖
稲
荷
大
明
紳
於
別
批

雨
賓
裳
吋
八
幡
大
菩
酪
鑓
a
相
一
殿
也
.
今
至
a
丁
未
之
容
-
綿
=
騒
星
霜
吋
殿

金
揮
官
蹟
志
巻
十
九

.... ，、

男
、
後
日
は
女
与
振
分
歩
下
、
則
雨
橋
並
升
形
橋
与
三
ク
所
に
掲
示

札
相
建
、
右
米
高
之
内
玉
泉
寺
其
外
非
人
頭
等
ヘ
被
v
下
.
夫
々
割
合

有
v
之
。
施
行
米
被
v
下
節
相
滞
る
役
人
、
御
持
方
頭
二
入
、
御
横
目
一

入
、
歩
横
目
二
人
、
足
騒
二
十
入
、
外
小
頭
二
人
。
と
あ
り
。

。
泉
野
菅
原
一
脚
註

俗
に
玉
泉
寺
の
天
満
宮
と
呼
ぺ
り
。
此
の
枇
は
従
前
は
今
の
玉
泉
寺

の
地
に
あ
り
て
、
玉
泉
寺
は
枇
の
裏
に
あ
り
。
奮
務
中
は
枇
寺
共
に
務

の
作
事
所
に
て
、
替
緒
方
も
行
届
き
‘
且
連
歌
料
寄
附
あ
り
て
‘
毎

月
連
歌
奥
行
あ
り
し
か
ど
、
鹿
藩
の
際
、
一
時
紳
像
を
卯
辰
山
卯
辰

紳
枇
へ
合
犯
し
、
一
柳
殿
は
玉
白
熱
寺
へ
賜
は
り
け
り
。
然
る
に
明
治
五

年
氏
子
の
請
願
陀
依
っ
て
、
更
に
今
の
地
を
位
地
と
定
め
、
仮
に
草

祉
を
遺
立
し
、
紳
像
を
卯
辰
山
よ
り
再
び
遷
座
注
し
た
り
。
抑
e
此
の

一
柳
駐
の
来
躍
は
.
寛
文
七
年
の
上
梁
文
民
如
v
左
載
せ
た
り
。

光
顕
山
玉
泉
寺
天
満
宮
由
来

天
満
大
自
在
天
紳
者
，
共
先
出
い
自
a
天
穂
日
命
二

m菅
原
美
総
。
依
v
地

鴻
v
姓
実
。
天
慶
之
問
。
紳
託
a
文
子
-
欲
v
棲
a
右
近
馬
場
二
穴
暦
年
中
移
=

立
嗣
子
北
野
↓
此
乃
吾
閤
廟
胞
之
始
也
e

巴
而
風
入
所
v
崇
無
=
蕗
不
'

ハ
問
調
1
V

祭
4

祭
則
盤
感
謹
新
d

背
建
武
一
克
申
成
e

畠
山
ト
三
相
a

依
於
越
中
宮

階
荒
陵
.
山
借
目
燭
心
惨
.
不
v
獲
=
自
己
修
浩
二
妹
昌
輩
遺
於
太
守
網
利

公
吋
乃
使
昌
国
エ
以
鼎
新
-
意
。
三
枇
並
錦
守
不
ν
日
而
成
品
共
材
木
必
文

木
e

欲
目
竪
而
侮
=
久
遠
吋
共
宮
不
a

必
鉱
麗
吋
一
欲
皿
嗣
而
易
昌
修
復
吋
太
守
之

慮
周
而
迷
哉
e

延
寅
二
年
の
由
来
書
に
、

由
来
御
尋
ね
に
付
而
申
上
候
1

玉
泉
院
様
御
願
に
依
て
、
元
和
三
年
之
秋
越
中
将
騨
寺
に
被
4

仰
付
一

蛍
御
地
台
も
天
紳
御
勧
請
被
v
第
v
成
.
則
滞
騨
寺
前
住
別
営
所
に
有
v

之
、
寛
永
元
年
迄
御
紳
事
相
勤
申
候
。
共
以
後
其
弟
子
看
坊
相
詰
罷

在
候
。
寛
永
五
年
之
多
、
遊
行
三
十
五
代
巡
行
仕
致
訟
年
-
候
節
‘
利
常

様
思
召
御
座
候
に
付
、
別
賞
所
を
玉
呆
寺
に
御
改
修
成
候
由
御
内

意
.
御
局
之
承
に
而
遊
行
御
締
申
上
、
住
持
申
付
候
由
承
停
候
。
寛

文
六
年
二
月
よ
り
御
新
橋
料
被
v
遁
.
跡
事
法
柴
之
月
次
連
歌
御
定

被
v
成
候
。
唯
今
に
暑
い
て
無
a
時
一
怠
-
毎
日
之
御
前
勝
月
戎
連
歌
相
勤

申
候
。
下
略
。

延
寅
二
年
七
月
廿
六
日

篠
原
・
織
部
殿

永

原

左

京

殿

玉

寺

牛。

泉

七

..‘ 鋭、，




